
「妖怪の山」の支配体制の
変遷にみられる妖怪と人の

関係性について
～幻想郷における新たな展望～
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前提として

伊吹萃香、星熊勇儀らの鬼はそれぞれ
元ネタと思われる酒呑童子(伊吹童子)、
星熊童子本人であると仮定する。

設定上では性別も違う上、本人である
という明言はなく、娘や名前を襲名し
た後継者ととらえることも可能だが、
幻想郷には鵺、かぐや姫など元ネタが
明瞭なキャラクターが多く存在するこ
とから、本論では彼女らは伝説にある
鬼と同一人物であると考えることとす
る。



「鬼の四天王」の変遷①

酒呑童子

金童子 熊童子 星熊童子 虎熊童子

茨木童子

酒呑童子配下の「四天王」

「御伽草子」伊吹童子など。
源頼光四天王との対比のため？



「鬼の四天王」の変遷②

伊吹萃香 星熊勇儀 茨木華扇(?) ？？？

妖怪の山「山の四天王」

スペルカード

四天王奥義「三歩必殺」（東方地霊殿・星熊勇儀）

四天王奥義「三歩壊廃」（東方非想天則・伊吹萃香）

東方地霊殿・設定.txt 星熊勇儀

萃香と共に山の四天王と呼ばれた鬼の一人。今は旧都
に住んでいる。



鬼と幻想郷の関連年表

西暦990年ごろ
源頼光と配下の四天王による酒呑童子退治

西暦1000年前後（“千年以上前“）
第一次月面戦争。妖怪を総動員して攻め込んだ。
＞鬼も加わっていた？

 15世紀ごろ（“五百年以上前”）
妖怪拡張計画 / 幻想入りの仕組みがシステム化

 15～17世紀ごろ？（“数百年前”）
鬼が徐々に幻想郷から去っていく。
＞人間と鬼の対立の変化、鬼退治の変化。

同時期？
是非曲直庁設立。閻魔の統制と追加雇用
＞地獄の移転＆スリム化政策。
＞地底の旧地獄に地獄で働いていた鬼が残る。

 1885年ごろ
博麗大結界成立。鬼の姿は幻想郷から消える。
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鬼退治の系譜

日子坐王の土蜘蛛退治
第十代崇神天皇（紀元前８８年？）

陸耳御笠・匹女

吉備津彦命の鬼退治
同・崇神天皇、または３～５世紀？（吉備氏の乱）

温羅

桃太郎の鬼退治のルーツ

麻呂子親王の伝説
第三十一代用明天皇（586年ごろ）

英胡、軽足、土熊

麻呂子親王（当麻皇子）は聖徳太子の弟

源頼光の酒呑童子退治
990年ごろ（金時神社の記録）

酒呑童子ほか鬼の四天王、茨木童子



必要とされなかった大江山の鬼

「鬼に横道なし」
鬼を討たんとした源頼光に対し、酒呑童
子は毒酒を飲ませての騙し討ちは正道で
はないと憤る。
＞鬼が望む「正々堂々の勝負」で、人間
が鬼と向き合う時代ではなかった。

歴史書からの妖怪の根絶
10世紀以降、化物退治の記録は少ない
＞人間が化物を必要としなくなった時代

大江山の鬼たちは、もはや必要ないもの
として「討ち滅ぼされ」、人間との信頼
関係を失った。

＞「山を支配していた鬼」は幻想となった



ピラミッド体制を望んだのは誰か？

鬼

天狗

河童、覚、

他の妖怪

天魔

大天狗

鴉天狗、山伏

天狗、鼻高天狗

白狼天狗（下っ端）、

河童ほか

かつての妖怪の山

現在の妖怪の山

守矢神社
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妖怪の山は何を恐れる？

哨戒天狗による哨戒網

鴉天狗の情報収集網

鬼の帰還に対する忌避
「山は鬼が留守の間だけ、私達と天狗が預かってい
る事になってるのさ」
「どうかそのまま地上には出てこないでくださ
い、って言ってよ」
（東方地霊殿・魔理沙＋にとり）

「ほう、天狗がここに降りてくるなんて……。我々
と出会うのを嫌がって避けているかと思ったよ」
（東方地霊殿・霊夢＋文）



人攫いと鬼退治

人攫いと鬼退治
鬼は人を攫い、人間は鬼退治によって
鬼を撃退する。鬼に勝った人間は鬼の
力を秘めた宝物を得る。
＞鬼と人間の信頼関係

鬼退治は専門の技術、道具による特別
な方法が必要。鬼の不在により、幻想
郷においても既に失われている。

＞博麗の巫女による妖怪退治は、鬼の
望む形での決着ではない。



これからの妖怪の山の話をしよう

鬼の帰還
萃香の帰還、地底との交流の開始

鬼退治の役割
かつて鬼を倒し宝物「打ち出の小槌」
を手に入れた小人一族の末裔、少名針
妙丸の登場

鬼が再び人間との関係を取り戻した時、
妖怪の山は何を恐れるのか？
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